
9：00～ 受付開始 【高木講堂】

9：15～9：20 オリエンテーション 　　　　全体司会　     長友耕平　（若草病院）

9：20～9：55 会長講演 学術集会長　　毛利聖子　（宮崎県立看護大学）

9：55～11：40 パネルディスカッション 【高木講堂】

11：40～12：10 総　会 【高木講堂】

12：10～13：10 昼　食 【学生会館】

13：10～14：10 特別講演

            【高木講堂】

演者 ： 森田宏子（元国立療養所多磨全生園）

司会 ： 三宅玉恵（宮崎県立看護大学）

14：20～15：20 ポスター発表

【家庭看護・人間関係実習室】

座　長　中村千穂子　（宮崎県立看護大学）

1

　　梶田真衣　（宮崎市医療介護連携課）

2

　　上村愛梨沙　（三股町町民保健課）

3

　　長倉千恵　（国富町福祉課）

第2群　精神 【臨床看護実習室3】

座　長　川村道子　（宮崎県立看護大学）

1

　　葛島慎吾　（宮崎県立看護大学）

2

～看護師の認識とかかわりの変化～

　　土屋俊貴、小林哲也　（谷口病院）

3

　　川平陽子　（小林保健所）

A町の児童虐待事例の特徴と効果的な支援の進行管理に向けた取組

精神科訪問看護における看護師の困難さに関する文献検討

異食や自傷行為により対応に困難感を抱いた患者への看護

自殺未遂者の再企図防止に向けた体制づくりについて

  ～西諸地域自殺未遂者支援事業連携体制の見直しを通して～

 連携強化を図るための“支援状況の可視化”の試み

　 ＝ プログラム ＝　　

その人らしい生き方を支えるきずな～ゆるぎない看護の原点をこころに～

コーディネーター　毛利聖子　（宮崎県立看護大学）

パネリスト ：  池田沙穂　　「“手当てをする”ということ」
                 （潤和会記念病院　混合病棟）

　　　　 　  　井好昭博　　「頸髄損傷患者の退院に向けての関わり」
                 （潤和会記念病院　地域包括ケア病棟）

　　　　 　  　内木場あゆみ　　「認知症を持つ患者の“その人らしい生き方”を支える看護とは」
               　（東京慈恵会医科大学附属第三病院）

その人らしく生きることに寄り添う～ハンセン病回復者の看護（経験）から～

第1群　保健師活動1        

母子の関係機関の連携強化について　～B地区母子地域ケア会議を通して～

要保護児童等地域対策協議会における関係機関の情報共有と



第3群　生活調整 【臨床看護実習室3】

座　長　津田智子　（宮崎県立看護大学）

1

　　山路理紗、松下数美、稲田ちあき　（宮崎善仁会病院）

2

　　入中祐依　（市民の森病院）

3

　　是澤　彩　（宮崎生協病院）

第4群　感染・ターミナル・その他 【臨床看護実習室3】

座　長　勝野絵梨奈　（宮崎県立看護大学）

1

　～WHO手指衛生自己評価フレームワークを活用して～

　　福丸和也　（都城医療センター）

2

　　山下恵奈　（日向保健所）

3

　　藤丸友美、下釜礼子　（宮崎善仁会病院）

4

　〜エンド・オブ・ライフケアの視点を用いた振り返りからの学び〜

　　吉岡穂香　（宮崎県立看護大学 4年）

15：30～16：30 第5群　保健師活動2 【家庭看護・人間関係実習室】

座　長　川原瑞代　（宮崎県立看護大学）

1

　　峰村杏子　（宮崎市医療介護連携課）

2

　　齋藤理沙　（綾町健康センター）

3

　　塘　聡美　（国富町保健センター）

15：30～16：30 交流集会

　交流集会１ 一般急性期における自殺未遂者支援 【小講義室１】

　　話題提供者 ： 岩部 仁、下釜礼子　（宮崎善仁会病院）

　　ファシリテーター ： 川村道子、葛島慎吾　（宮崎県立看護大学）

　交流集会２ 【小講義室２】

　　話題提供者 ： 脇坂幸江　（平和台病院）

　　ファシリテーター：山岡深雪　（宮崎県立看護大学）

　交流集会３ 実習・新人指導者で語り合おう！ 【小講義室４】

　　ファシリテーター：壹岐さより　（宮崎県立看護大学）

16：40～16：45 次期学術集会長 挨拶 【高木講堂】

閉会

16：45～ 交流カフェ 【学生会館】

意思疎通の困難な高齢の末期癌患者への看護

母子ケースの支援について～家族員の健康課題に対し多職種と連携しながら支援する～

乳幼児期の健診受診率向上について ～未受診者の保護者へのアンケート調査を通して～

妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援のための一方策

　　～精神科病院、行政との合同カンファレンスを通して～

病を持ちながら生活し続ける患者さんを支える看護とは

～妊婦台帳の見直しと新生児期の家庭訪問を通して～

在宅自立に向けた人工呼吸器装着患者の援助

慢性疼痛のある患者の生活過程に目を向けたチームでの関わり

対象全体をとらえた看護　-創痛のある患者への関わりを通して-

気持ちの良い排泄ケアを目指して

 ～CSTが中心となって取り組んだ一事例を通して～

手指衛生遵守向上のための取り組みの評価

地域で生活する高齢結核患者の生活環境調整に向けた取り組み　　　　


